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年次総会・会員総会 
(株)ラーメンデータバンク取締役会長 大崎 裕史 様 「ラーメンの進化と現状」 11 月 27 日例会 

ラーメン評論家、自称日本一ラーメンを食べた男ということでメディアに出させていただい

ています。2024 年 10 月末現在 29,500 杯を食破しました。1995 年インターネットが普及し

始めた頃から年間 750 杯食べるようになり、コロナの前まで 25 年間、年平均 750 杯食べ続

けております。25 年間続けて 175 センチ 80 キロを維持していましたので、あまり体型に影

響はなかったのではないかと思います。ラーメンを食し情報として蓄え、その情報をマスコ

ミへ提供することを生業としております。最近ではラーメンイベントのプロデュース、ラー

メン店のメニューや施設の監修やイベントの審査員といった仕事もしていますし、書籍や雑誌の出版、カ

ップ麺のプロデュースにも携わっています。(株)ラーメンデータバンクを作って今年で 20 年目になりま

す。ラーメン評論家は沢山いますが、本業にしているのは私ぐらいではないかと思います。 

さて、「ラーメンの進化」ということですが、私は小学校に入った頃から 50 数年ラーメンの食べ歩きを

しています。みなさんはラーメン店ではレンゲが提供されるのが普通だと思っていらっしゃるでしょう

が、レンゲが付いてくるようになったのは 30 年程前からです。券売機も、1996 年に麺屋武蔵がオープン

際に設置したのが初めてかと思います。店主が、「お金を触った手でラーメンを作りたくない」と言ってい

たことが私の記録に残っています。そこが発端となり、今では券売機が当たり前になってきましたね。さ

らに最近はもうキャッシュレスになりつつあり、どんどん進化している状態です。 

次にラーメンの見た目の変化についてです。昔は雷紋があるような丼に ざっとラーメン

を入れてトッピングをして終わりという感じでしたが、最近はネット社会になってきたの

で、見た目も重視され、きれいな盛り付けを行う店が増えてきました。ただ、見た目は綺

麗ですが麺線を揃えて盛り付けしますと、実はスープと麺が絡みません。食べる時に混ぜ

合わせますが、店主が盛り付け自分のところに届くまでに麺とスープがどれだけ交わるかが美味しくなる

重要なポイントですのに、こちらですと 麺と麺の間にスープが入り込めずスープを吸う時間がありませ

ん。そう意味で、見た目は綺麗でも実はそのラーメンを美味しく食べる方法とは一致していないというよ

うなことがあります。 

ラーメンの器の形状や量もここ 10 年で変わりつつあります。非常に見た目がスタイリ

ッシュにはなっていますが、この手の鉢はスープの量が入りません。ラーメンで一番原価

がかかるのはスープです。通常 350～400cc のスープが入りますが、こちらは 250cc しか

入りません。お店の人が色々考えてこういう丼を発注しているわけです。見た目はおしゃ

れ、スープの量が少ないというような丼の形状が非常に増えております。 

最近の人気店について話をします。ラーメンの人気店には 2 パターンがあります。ミシュランなどで人

気になるお店と食べログなどネット上で人気になるお店です。この 2 つは若干違いがありますが、両方に

共通するのが、「スープが綺麗だ」ということです。ラーメン好き的な言葉で言うと、「清湯 チンタン」

こういうスープのラーメンが最近はミシュラン審査員には非常にうけるということが伺えます。ミシュラ

ンに掲載されると海外客も増加し 1 時間近く並んでしまうお店も多いです。ネット予約を受付けていると

ころが増えてきたのも最近の傾向です。皆さんから 「並ばずに食べられる美味しい店はないか」とよく聞

かれますが、ネット社会ですので、ちょっとおいしいお店ができると、ですぐ話題になって、もう大行列

になってしまいます。 

ここ数年の特徴としてはバイアウトです。ある程度繁盛した段階で売り払ってしまうということが非常に

増えています。売り払って億単位のお金を手にできる、まさにラーメンドリームと言われるようになりま

した。バイアウトは製麺屋でも始まっています。都内では毎月新店が 50 店オープン、同時に 50 店舗閉店

しています。この 30 年でラーメン業界も入れ替わりがあり、どんどん時代が変わってきています。長生き

して 30 年後のラーメンを見てみたい、食べ続けたいとは思っております。今後どのように変化していくの

かを楽しみにしています。ラーメンを仕事にしつつ今後も食べ続けて頑張っていきたいと思います。 
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ニコニコ （年間目標 800,000 円） 

11 月 27 日（水）例会  26,000 円 

日頃は青少年交換委員会・バギオ基金へ

のご理解とご協力ありがとうございま

す。本日の卓話楽しみです。 

蒲田 RC 平塚隆志様 

ラーメンのお話楽しみにしています 

白井会員 

泰地さん明日よろしくお願いします。楽

しみです。         小室会員 

念願の大崎さんの卓話楽しみです。よろ

しくお願いします。     秋山会員 

今日は良いお天気です。   幅田会員 

 

【季節の挨拶】 

勝山会員 坂田会員 泰地会員 

宮尾会員 町田会員 渡辺会員 

百束会員 松本会員 相沢会員 

小熊会員   

■ニコニコ集計■ 

2024-25 年度 累計金額     397,000 円 

(年間目標 800,000 円) 

◆例会出席報告◆ 

11 月 27 日 (水)  例会 

出席者 24 名 ビジター・ゲスト 6 名  

出席率 69.2％ 前々回出席率 78.2％ 

◆例会予定◆ 

 

◆12 月 11 日(水) 振替休会 

 

◆12 月 14 日(土)18:00  

クリスマス家族懇親会 

 

 

◆ 12 月 18 日 25 日、1 月 1 日 休会 

 

◆1 月 8 日(水) クラブ協議会 

 

◆1 月 15 日(水) 休会 

 

 

 

◆報告事項 お知らせ◆ 

11 月 27 日 例会 会長幹事報告 

【会長報告】 

■ 2024-25 年度地区大会の件 

2024-25 年度の地区大会は 2 月 28 日(金)、3 月 1 日(土)の

二日間、国際館パミールにて開催されます。 

本会議は 3 月 1 日(土)13 時からの開催となります。 

■ スラバヤロータリークラブ、スラバヤグプンロータリ

ークラブとの姉妹クラブ締結について 

11 月 6 日から 9 日まで坂田会員、山田会員、相沢会員が

インドネシア、スラバヤ RC、スラバヤグプン RC を訪問

しました。スラバヤ RC とは姉妹クラブを更新、新たにス

ラバヤグプン RC とも姉妹クラブを締結しました。今後は

国際奉仕活動を共に取り組んでいく計画を進めていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【姉妹クラブ協定書】 

 

【幹事報告】 

■ クリスマス家族懇親会協賛品の件 

クリスマス家族懇親会では本年も抽選会を開催いたしま

す。抽選品をご提供いただけます方は本日中に内容、個

数をお知らせくださいますようお願い申しあげます。 

■ 年次総会の件 

次週 12 月 4 日(水)は年次総会会員総会となります。 

欠席予定の方は委任状のご提出をお願い致します。 

【11 月 27 日例会ビジターゲスト】 

★卓話講師 

(株)ラーメンデータバンク 取締役会長 大崎 裕史 様 

★ビジター 

国際ロータリー第 2750 地区バギオ基金員会副委員長  

蒲田 RC 平塚 隆志 様 

国際ロータリー第 2750 地区青少年奉仕委員会 

青少年交換委員会委員長 田園調布 RC 指田 春乃 様 

★ゲスト 

・秋山泰伸会員ゲスト 西村 愛 様  

・沖野光彦会員 ご夫人 沖野 直子 様 

・百束昭幸会員 ご夫人 百束 玉江 様 

・隠土  朗大 様 

                 

 
 

 

 

 

 

国際ロータリー第 2750 地区 東京品川中央ロータリークラブ 会長 小室たけし 幹事 白井利枝子  

設 立  1967 年 10 月 18 日 例会場 グランドプリンスホテル高輪 「桜花」水曜日 12:30～13：30 

事務局 〒108-0074 東京都港区高輪 3-13-1 グランドプリンスホテル新高輪 E-4        

TEL 03-3443-6000   FAX 03-3443-6002  http://www.shinagawachuo-rc.com/ 


